
図1 電力需給バランス推計フロー 

入力データ 

バイオマス

賦存量 

標高 

気象観測データ 

日射量

風速

気温

日照時間

地区単位内の電

力需給バランス

電力需要 

期待発電量 

 発電ポテンシャル 

太陽光 

風力 

バイオマス 

設置可能量推計

土地利用

建物面積

用途地域

道路

図2 戸建住宅の100mメッシュあたり 
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1. はじめに 

分散型発電や電力融通による電力供給が注目されつつ

あり、分散型発電のなかでも自然エネルギーの導入容量

は増加傾向にある。しかしながら自然エネルギーによる

発電量は地域、季節や時間帯によっても供給可能なエネ

ルギーは変化するため地域、時間帯によって電力の需給

バランスが変化することが予想される。今後、自然エネ

ルギーが普及していくうえで、電力供給を安定させるた

めに各地域、季節、時間によって需給バランスの安定性

を担保ことが必要となる。本研究では、地域別、時間別

に発電電力量および電力需要量から需給バランスを算出

し、余剰電力を地域内外の電力融通を行うものとして、

電力供給システムの安定性と環境負荷について評価する

ことを目的とした。 

 

2. 方法 

本研究では、近畿地方を対象地域とし、アメダスおよ

び NEDO の各観測地点における気象統計データ 1)から

GIS を用いて空間的補完を行い、各地区における時間帯

別の発電ポテンシャルの推計を行った。さらに発電ポテ

ンシャルと土地利用および用途地域、建物面積による各

種制約条件を考慮し、分散型発電の設置可能量および各

地区での有効な期待発電電力量、電力需要量を推計した。

その結果から各地の時間帯別電力需給バランス(図1)と余

剰電力量の電力融通による効果の評価を行った。 

本稿では、代表的な分散型発電として太陽光発電の算

出結果について述べる。NEDO の『太陽光発電ロードマ

ップ（PV2030+）』2)より太陽光発電を設置する戸建住宅

が全体のおよそ 50%または 30%だと仮定し算出したが、

以下では全体の 50%による算出結果を示す。設置する太

陽光発電の発電容量は 135W/m2として屋根面積のうち設

置可能な面積に乗ずることで設置容量とした。また、設

置容量の上限は制約条件によって異なるが、今回は、5kW

を上限とした算出結果を示す。ここで、太陽光発電量推

定式は JIS規格 3)を元に式1に示す通りとした。 

ܲ ܸ ൌ ߙ ൈ ܥ ൈ ܪ ൈ ܲ ܸ ൈ  ௗ (式1)ܫ

			ܲ ܸ:太陽光発電の発電量(Wh/h) 

		ܲ ܸ:太陽光発電出力(kW) 

 :温度補正係数ܪ						

 :パワーコンディショナー変換効率ܥ				

 ௗ:日射量(Wh/h)ܫ			

								α:その他損失係数 

 

3. 結果 

3.1 太陽光発電の発電量推計結果 

図2は、戸建住宅の太陽光発電設置率を50%と設定し、

推計を行った結果である。これより、100mメッシュあた

り最大値は 699.1kWh であり、平均値は 26.5kWh となっ

た。 
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図3 太陽光発電を設置した戸建住宅の 

100mメッシュあたり余剰電力量(8月・13時) 

図4 全戸建住宅の 

100mメッシュあたり余剰電力量(8月・13時) 

図5 大阪における100mメッシュあたり余剰電力量の 

時間別季節別変化 

中心部の明石、神戸から大阪、琵琶湖の南部にかけて

発電電力量が大きくなっている。これは、近畿地方では

中心部に比較的戸建住宅が集中しており、中心部の設置

可能容量が大きくなったことに起因している。 

次に、推計した発電量電力量と各時間帯の電力需要量

から余剰電力の推計を行った結果を図3に示す。 

 

3.2 余剰電力量推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電を設置した戸建住宅の電力供給に関しては、

大阪や神戸、京都南部のように戸建住宅が密集している

地域では余剰電力が発生している様子がわかる。一方で、

図 4 に示す全戸建住宅を対象とした電力供給より、大阪

市内が不足している様子が見てとれるが、周囲は逆に余

剰電力が発生していることがわかる。図4における100m

メッシュあたり最小値は-68.2kWh であり、最大値は

359.9kWh、平均値は 15.2kWh であった。このことより、

夏場においては、太陽光発電を戸建住宅の 50%まで導入

することで、全戸建住宅の電力需要を賄える可能性があ

ると判断できる。 

 最後に、時間帯別季節別の余剰電力量変化パターンを

図 5 に示す。夏季の正午前後を頂点とした山のように余

剰電力量が分布している様子が見てとれ、このことから

太陽光発電を戸建住宅に 50％程度導入することで日中の

戸建住宅における電力需要量を満たすことはできるが、

夜間の電力需要がピークとなる時間帯には日中の余剰電

力量と同程度の電力量を、その他の発電方法または、余

剰電力の蓄電によって補うことが必要になる。また冬期

には日中の余剰電力が夜間の電力需要よりも少ないため、

余剰電力の蓄電では不足となり、その他の発電方法によ

る電力供給が重要となる。 

 

4. おわりに 

 本研究では、地域別時間帯別に電力需要量と分散型発

電による発電量を推計することで、需給バランスの算出

を行い、そのうえで地域間連携に関する評価を行った。

しかしながら、蓄電による電力の貯蔵や、太陽光発電が

普及するまでの人口の推移を考慮したより現実的なポテ

ンシャルの評価進めることが必要である。 
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